平成22年度　長野市立博物館協議会(第１回)　議事録
[日　時］　平成22年８月26日(木)　午後2時～

[場　所］　　長野市立博物館会議室
[出席委員］　８名
[協議事項］
（１）平成21年度事業報告について
　　　事務局より上記について報告を行った。
（２）合併記念事業中間報告及び今後の予定
　　　事務局より上記事業についての説明と中間報告を行った。　　　

（３）その他
　　　協議会委員が９月末で２年間の任期満了となることを受け、館長からこれまでの協力に対するお

　　礼が述べられた。　　　

[主な意見］
　・館のテーマ、この館の柱というものをしっかりと確立してほしい。
　・館のテーマについてだが、本館は長野市のくらしや生活が見えてくるセンターと位置づけ、分館・テー
　　マ館といかに連携していくかがこれからの大きなテーマではないか？戸隠で自然の展示、松代で武家
　　社会の展示、鬼無里で山と畑作の民俗展示というようにテーマの明確化を図ることで、総合館とテーマ
　　館みたいな繋がりができてくるのではないか？

　・基本的に、博物館の業務には展示・収集・調査研究という３本柱があるが、最近は社会事情により人集
　　めに関心が集中している。それも重要であるが、時代の要請にただ流されてしまうことを危惧している。
　・古いものを調べて見せるだけでよいのか？無くなりそうなものを保全していこうという館であっても良
　　いのでは？
　・館によっては外部から、専門的なスタッフを確保するために客員研究員等をボランティアを含めて受け
　　入れている例がある。難しいとは思うが、うまくいっている館があれば参考にしてほしい。
　・インターネットでの展示品や収蔵品の公開についてだが、今の子どもは検索もできるしネットで調べる。　

　　せっかくいい収蔵品があるので、インターネットで公開してほしい。
